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東
北
新
幹
線
新
青
森
駅
開
業
に
伴
う
並
行
在
来
線
「
青
い
森
鉄
道
線
」
の
運
営
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
十
二
月
四
日
、
東
北
新
幹
線
新
青
森
駅
開
業
と
同
時
に
、
並
行
在
来
線
で
あ
る
東
北
本
線
八
戸
・
青
森
間
が
Ｊ
Ｒ
東
日

本
か
ら
経
営
分
離
さ
れ
、
「
青
い
森
鉄
道
線
」
と
し
て
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同

線
は
多
数
の
貨
物
列
車
が
走
行
す
る
我
が
国
物
流
の
大
動
脈
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
青
森
駅
開
業
後
も
地
域
間
を
結
ぶ
貨
物
輸

送
路
及
び
生
活
路
線
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
路
線
で
あ
る
。

私
の
地
元
青
森
県
で
は
、
開
業
に
伴
う
交
流
人
口
の
拡
大
や
開
業
効
果
を
歓
迎
す
る
ム
ー
ド
が
高
ま
っ
て
い
る
反
面
、
Ｊ
Ｒ

か
ら
経
営
分
離
さ
れ
る
並
行
在
来
線
を
め
ぐ
る
議
論
が
活
発
化
し
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、
新
た
な
負
担
を
強
い

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
沿
線
自
治
体
な
ど
か
ら
不
安
や
反
発
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
今
後
、
新
青
森
駅
開
業
ま
で
に
国

と
し
て
、
具
体
的
な
支
援
策
な
ど
の
早
急
な
取
り
組
み
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

我
が
国
物
流
の
重
要
な
役
割
を
果
た
す
並
行
在
来
線
が
、
経
営
難
に
よ
り
運
行
停
止
と
い
う
事
態
に
な
れ
ば
、
貨
物
輸
送

を
は
じ
め
、
生
活
の
た
め
に
利
用
す
る
沿
線
住
民
に
と
っ
て
も
大
き
な
打
撃
と
な
り
、
地
域
格
差
は
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て

い
く
。
国
は
並
行
在
来
線
を
維
持
さ
せ
る
た
め
に
も
、
地
方
負
担
に
対
す
る
財
政
支
援
措
置
を
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
如
何

一



か
。

二

膨
大
な
貨
物
列
車
が
走
行
し
て
い
る
実
態
を
踏
ま
え
、
貨
物
列
車
走
行
の
た
め
、
沿
線
自
治
体
な
ど
に
大
き
な
財
政
的
負

担
を
か
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
早
急
に
貨
物
線
路
使
用
料
の
増
額
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
如
何
か
。

三

第
三
種
鉄
道
事
業
者
で
あ
る
青
森
県
が
、
鉄
道
軌
道
輸
送
対
策
事
業
費
補
助
等
の
現
行
補
助
制
度
の
対
象
と
な
る
よ
う
、

国
は
対
象
事
業
者
及
び
対
象
事
業
を
拡
充
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
如
何
か
。

右
質
問
す
る
。

二


